


市
の
７
会
計
の
平
成
１８
年
度

決
算
は
、
９
月
１４
日
か
ら
１９
日

に
分
科
会
審
査
を
行
い
、
２６
日

に
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
最
終
日
の
本
会
議

で
一
般
会
計
外
５
特
別
会
計
は

賛
成
多
数
に
よ
り
、
水
道
事
業

の
会
計
は
全
員
の
賛
成
に
よ
り

認
定
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
で

の
主
な
質
疑
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（
各
会
計
の
決
算
状
況
）

（単位：万円）

一

般

会

計

問
い

市
税
に
つ
い
て
、
平
成

１７
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し

て
、
決
算
額
が
約
１
億
円
上

回
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
え

主
な
要
因
は
、
景
気
回

復
基
調
に
よ
り
法
人
の
所
得
が

上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
法
人

税
割
の
増
収
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
税
制
改
正
に
よ
り
配
偶

者
特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
個
人
所
得
割
の
増
収

で
あ
る
。

問
い

職
員
費
の
補
正
予
算
額

約
６
�４
０
０
万
円
減
額
の
内

容
と
、
職
員
費
決
算
額
の
う
ち

負
担
金
約
３
億
５
千
万
円
の
内

容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
え

補
正
額
の
内
容
は
、
採

用
・
退
職
等
の
異
動
と
し
て
当

初
予
算
確
定
後
に
４
人
の
退
職

者
に
よ
り
２
�６
０
０
万
円
の

減
額
、
育
児
休
業
者
３
人
、
休

職
者
２
人
に
よ
り
１
千
万
円
の

減
額
、
人
事
院
勧
告
分
と
し
て

は
０.３
％
の
給
料
減
額
改
定
と
配

偶
者
扶
養
手
当
の
５００
円
の
減
額

及
び
勤
勉
手
当
の
０.５
月
分
の
増

額
を
あ
わ
せ
て
１００
万
円
の
減
額
、

特
別
職
分
と
し
て
助
役
と
収
入

役
の
不
在
の
期
間
及
び
市
長
の

期
末
手
当
２０
％
の
減
額
で
１
�

１
０
０
万
円
の
減
額
、
長
期
病

気
休
暇
者
の
期
末
勤
勉
手
当
減

額
分
と
し
て
２００
万
円
の
減
額
、

そ
の
他
執
行
残
見
込
み
等
に
よ

り
１
�４
０
０
万
円
の
減
額
、

以
上
に
よ
り
補
正
予
算
額
合
計

で
約
６
�４
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
負
担
金
の
内

訳
は
、
退
職
手
当
組
合
負
担
金

と
し
て
３
億
４
�４
５
０
万
円
、

職
員
公
務
災
害
補
償
基
金
へ
の

負
担
金
と
し
て
３１０
万
円
、
北
海

道
市
町
村
職
員
福
祉
協
会
負
担

金
と
し
て
６６０
万
円
と
い
う
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

問
い

保
健
体
育
費
の
公
有
財

産
購
入
費
の
不
用
額
が
５
�

４
８
１
万
２

千
円
と
な
っ

て
い
る
が
、

こ
の
内
訳
は

な
に
か
。

答
え

公
有

財
産
購
入
費

は
、
西
部
住

民
プ
ー
ル
の

建
設
に
伴
う

用
地
取
得
に

向
け
て
予
算

措
置
し
た

が
、
地
権
者

と
不
調
に
終

わ
っ
た
た
め

不
用
額
が
出

た
も
の
で
あ

る
。

問
い

東
西

連
絡
道
路
管

理
経
費
の
う
ち
需
用
費
と
委
託

費
の
内
訳
は
な
に
か
。
ま
た
委

託
料
の
削
減
の
取
り
組
み
等
は

行
っ
て
い
る
か
。

答
え

東
西
連
絡
道
路
管
理
経

費
の
う
ち
需
用
費
は
、
電
気
料
、

水
道
料
、
修
繕
費
等
で
あ
る
。

委
託
料
は
主
に
清
掃
、
警
備
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・
消
防
設
備

等
の
点
検
委
託
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
管
理
的
経
費
の
削
減
に

つ
い
て
は
、
清
掃
回
数
を
減
ら

す
な
ど
に
よ
り
、
１３
年
度
と
比

較
す
る
と
５００
万
円
程
度
の
削
減

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

収入支出差引額

３億４，８０５万円

△２億４，５６６万円

△３，７９５万円

０

０

８，８０６万円

６，０９６万円

△３億０，７８６万円

△９，４４０万円

支 出

１７２億６，６９７万円

５７億１，４３２万円

５７億４，５９０万円

１９億４，７５７万円

４，６２８万円

２３億９，５４９万円

１１億５，２５５万円

５億０，５６３万円

３４７億７，４７１万円

収 入

１７６億１，５０２万円

５４億６，８６６万円

５７億０，７９５万円

１９億４，７５７万円

４，６２８万円

２４億８，３５５万円

１２億１，３５１万円

１億９，７７７万円

３４６億８，０３１万円

一般会計

国民健康保険事業
特別会計

老人保健特別会計

下水道事業特別会計

霊園事業特別会計

介護保険特別会計

収益的収支

資本的収支

合 計

水道
事業
会計

平
成
１８
年
度

決
算
審
査

第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
２９
日
か
ら
９
月
２８
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

等
の
選
任
同
意
案
３
件
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等
に
係
る
議
案
８
件
の
計

１１
件
、
会
期
中
に
付
託
さ
れ
た
平
成
１８
年
度
決
算
認
定
議
案
２
件
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
、
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件

と
意
見
書
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
３
日
間
に
わ
た
り
１４
名
が

行
い
ま
し
た
。

工夫して管理費５００万円を節減した東西連絡道路



問
い

中
小
企
業
特
別
融
資
事

業
に
つ
い
て
約
１
億
６
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
え

中
小
企
業
特
別
融
資
事

業
は
、
１
億
５
千
万
円
と
い
う

原
資
を
用
意
し
、
銀
行
に
預
託

し
て
い
る
。
貸
付
額
は
１
億
５

千
万
円
の
４
倍
ま
で
貸
付
可
能

に
な
っ
て
お
り
、
総
額
６
億
円

の
貸
付
が
出
来
る
と
い
う
仕
組

み
で
あ
る
。
貸
付
残
高
は
、
５

億
２４
万
２
千
円
で
、
貸
付
可
能

残
高
は
約
１
億
円
あ
る
。
１８
年

度
の
貸
付
額
は
、
約
２
億
５
千

万
円
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
い

国
民
健
康
保
険
制
度
の

今
後
と
、
負
担
の
内
容
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

答
え

１８
年
１０
月
か
ら
は
、
７０

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
現
役

並
所
得
者
の
患
者
負
担
の
引
き

上
げ
、
療
養
病
床
入
院
者
の
食

費
・
居
住
費
の
負
担
見
直
し
、

入
院
等
に
係
る
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
出
産
一
時

金
が
５
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
３５

万
円
と
な
る
。
２０
年
４
月
か
ら

は
、
乳
幼
児
の
自
己
負
担
に
つ

い
て
対
象
年
齢
を
３
歳
未
満
か

ら
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
拡
大

さ
れ
負
担
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
合
算
額
が
著
し
く

高
額
に
な
る
場
合
の
、
負
担
軽

減
措
置
が
創
設
さ
れ
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

問
い

道
路
に
埋
設
さ
れ
た
汚

水
管
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
が

道
路
よ
り
低
く
段
差
状
態
で
あ

る
。
状
況
は
認
識
し
て
い
る
か
。

答
え

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
は
、

道
路
面
よ
り
２
�
�
程
度
低
く

し
て
設
置
し
て
い
る
が
、
大
き

く
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
は
改
修

し
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問
い

介
護
保
険
の
入
所
待
機

者
に
つ
い
て
、
在
宅
で
要
介
護

４
及
び
５
の
方
が
何
人

程
度
い
る
の
か
。
ま
た
、

介
護
療
養
型
施
設
が
２３

年
に
廃
止
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
北

広
島
に
あ
る
２１４
床
は
ど

う
な
る
の
か
。
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
退

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

方
の
受
け
入
れ
施
設
は

ど
う
か
。

答
え

要
介
護
４
及
び

５
の
方
は
、
約
５０
名
程

度
で
あ
る
。
介
護
療
養

型
施
設
の
廃
止
後
の
利

用
は
、
国
の
方
針
に
よ
る
と
、

老
人
保
健
施
設
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
特
定
施
設
の
入
居
者

介
護
の
方
へ
の
転
換
を
図
る
意

向
で
あ
る
。
退
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
方
は
、
北
海
道
が
今
後

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

そ
の
動
向
を
見
極
め
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

問
い

給
水
の
収
益
が
１０
億
８
�

８
０
７
万
円
で
、
純
利
益
が
４
�

３
４
０
万
円
あ
り
、
積
立
金
の

合
計
が
８
億
２
�３
０
０
万
円

あ
る
が
、
水
道
は
相
当
の
黒
字

だ
と
判
断
で
き
る
が
ど
う
か
。

答
え

実
際
に
剰
余
金
は
あ
る
。

積
立
金
は
今
後
の
経
営
の
中
で

更
新
事
業
等
に
あ
て
て
い
き
た

い
。

中
川

昌
憲

（
新
生
み
ら
い
）

問
い

１８
年
度
の
決
算
に
よ
る

と
、
一
般
会
計
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保

険
に
対
し
、
合
わ
せ
て
１３
億
２４０

万
円
と
多
額
な
繰
り
入
れ
が
行

わ
れ
て
い
る
。
市
民
の
健
康
増

進
を
図
り
、
予
防
治
療
、
介
護

予
防
を
高
め
、
医
療
費
を
押
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

来
年
４
月
か
ら
、
４０
歳
以
上

の
国
保
の
被
保
険
者
に
対
し
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
着
目

し
た
健
康
診
断
と
保
健
指
導
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
３

次
３
カ
年
実
施
計
画
の
策
定
に

向
か
っ
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
え

市
民
一
人
ひ
と
り
が
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、

病
気
の
予
防
に
積
極
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
、
市
民
の
健
康
保
持
や
、

一
般
会
計
か
ら
の
医
療
費
へ
の

繰
り
入
れ
を
縮
減
す
る
よ
う
に

努
め
た
い
。
ま
た
、
さ
ら
な
る

健
康
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

次
期
実
施
計
画
の
主
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

ほ
か
に
税
や
料
の
滞
納
整

理
、
顧
問
弁
護
士
費
用
、

人
権
を
守
る
活
動
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

板
垣

恭
彦

（
日
本
共
産
党
）

問
い

財
政
状
態
は
改
善
し
て

い
る
。
ご
み
有
料
化
な
ど
市
民

負
担
撤
回
が
当
然
で
は
な
い
か
。

答
え

２
０
０
７

年
度
は

２
０
０
５
年
度
比
６
億
の
税
収

増
だ
が
交
付
税
な
ど
９
億
の
減

で
、
３
億
円
の
収
入
不
足
。
実

行
計
画
を
着
実
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問
い

第
３
次
実
施
計
画
で
、

何
を
ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か
。

答
え

こ
れ
ま
で
の
税
制
の
変
化
、

行
革
の
成
果
、
今
後
の
大
型
公

共
事
業
等
を
織
り
込
み
た
い
。

問
い

防
災
備
蓄
拡
充
を
。

答
え

ま
ず
目
標
達
成
に
努
め
、

民
間
や
他
自
治
体
と
の
協
定
で

物
資
を
確
保
し
た
い
。

問
い

地
域
防
災
計
画
に
お
け

る
地
震
被
害
想
定
見
直
し
は
。

答
え

札
幌
市
な
ど
の
動
き
を

参
考
に
検
討
し
た
い
。

問
い

土
砂
災
害
危
険
対
応
は
。

答
え

崩
落
危
険
箇
所
の
一
部

基
礎
調
査
を
実
施
。
警
戒
区
域

指
定
後
は
、
警
戒
避
難
体
制
を

確
立
し
、
周
知
を
図
り
た
い
。

問
い

水
道
事
業
に
お
け
る
１

日
最
大
水
量
は
計
画
を
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
。
第
５
期
拡
張

事
業
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

答
え

必
要
性
に
応
じ
て
判
断
。

小
岩

均

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
い

学
校
統
合
に
関
し
て
一

般
質
問
で
質
問
し
た
「
全
体
の

理
解
、
も
し
く
は
一
定
の
理
解

が
得
ら
れ
た
ら
」
と
い
う
考
え

は
、
地
域
の
説
明
会
で
教
育
委

員
会
が
自
ら
示
し
た
見
解
で
あ

る
。
そ
の
判
断
基
準
の
根
拠
に

つ
い
て
の
答
え
は
質
問
と
す
れ

違
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
が
言
っ
た
「
一

定
の
理
解
」
と
は
何
か
。
住
民

に
対
し
て
説
明
会
で
話
し
た
こ

と
に
責
任
を
持
っ
て
「
一
定
の

理
解
」
の
判
断
基
準
を
教
育
長

と
し
て
示
す
べ
き
で
あ
る
。

答
え

説
明
会
に
あ
た
り
、
あ

ら
か
じ
め
「
理
解
を
得
た
」
と

す
る
判
断
基
準
（
例
え
ば
数
的

な
判
断
基
準
）
を
作
っ
て
臨
ん

で
い
る
も
の
で
は
な
く
て
、

様
々
な
意
見
、
考
え
方
の
違
い

が
あ
り
、
私
ど
も
と
し
て
は
完

全
に
そ
の
理
解
を
得
る
の
は
大

変
難
し
い
と
い
う
意
味
も
あ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
る
。
課
題
整

理
を
す
る
中
で
、
こ
の
統
合
の

意
味
に
つ
い
て
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
今
後
も
努
め
た
い
。

ほ
か
に
公
共
施
設
の
自
動

販
売
機
の
実
態
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

総

括

質

疑



反

対

賛

成

木
村

公
昭

（
日
本
共
産
党
）

１８
年
度
決
算
で
は
、
通
学
区

域
審
議
会
、
大
曲
保
育
園
民
営

化
に
係
る
運
営
法
人
検
討
委
員

会
、
ク
リ
ー
ン
北
広
島
推
進
審

議
会
な
ど
、
市
の
諮
問
に
よ
り

各
種
審
議
会
で
市
民
・
有
識
者

に
よ
る
真
し
な
議
論
が
あ
り
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
重
要
な

答
申
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
通
学
区
域
の
問
題

で
は
、
目
の
前
に
あ
る
小
学
校

に
通
学
で
き
な
い
理
由
、
保
育

園
で
は
、
公
営
・
民
営
の
あ
り

方
、
ご
み
の
問
題
で
は
将
来
展

望
な
ど
、
疑
問
と
課
題
を
残
し
、

せ
っ
か
く
の
答
申
が
不
十
分
な

印
象
を
与
え
た
。
こ
れ
は
市
の

諮
問
が
当
面
の
課
題
だ
け
を
諮

問
し
、
本
質
的
議
論
を
求
め
な

か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
１８
年
度
は
行
革
と
各

種
税
制
の
改
正
で
、
市
民
生
活

が
圧
迫
さ
れ
た
。
こ
の
負
担
に

対
し
て
、
世
帯
別
・
個
人
別
に

生
活
状
況
の
把
握
な
し
で
は
施

策
が
遂
行
で
き
な
い
は
ず
。
そ

の
努
力
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

尾
崎

弘
人

（
新
生
み
ら
い
）

上
野
市
長
が
就
任
後
最
初
の

年
間
総
合
予
算
で
あ
り
、
骨
格

は
第
２
次
実
施
計
画
を
基
本
に
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
加
味
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
経
過

を
み
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
な
が
ら
、
目
的
ど
お
り

適
切
に
執
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

３
日
間
の
決
算
審
査
を
通
じ
て

確
認
で
き
た
。
参
考
資
料
に
示

さ
れ
た
と
お
り
の
事
業
成
果
を

あ
げ
た
こ
と
も
高
く
評
価
す
る
。

決
算
審
査
の
中
で
不
納
欠
損
額

の
解
消
な
ど
、
様
々
な
要
望
意

見
も
出
さ
れ
た
が
、
厳
し
い
中

に
あ
っ
て
も
、
職
員
の
英
知
に

よ
り
健
全
な
財
政
を
維
持
し
な

が
ら
、
市
民
本
位
の
市
政
執
行

に
自
信
と
勇
気
を
も
っ
て
望
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す

る
。

（
主
な
質
疑
）

歳

入

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
料

問
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
料

３２
万
円
の
内
訳
と
今
後
何
社
増

や
す
予
定
か
。

答
え

１
枠
１
万
円
で
４
枠
の

８
カ
月
で
３２
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。
実
際
に
公
募
し
た
と
こ

ろ
５
社
の
応
募
が
あ
っ
た
の
で
、

５
社
の
広
告
を
載
せ
る
こ
と
と

し
た
。歳

出

（
民
生
費
）

地
域
密
着
型
施
設
整

備
資
金
貸
付
事
業

問
い

地
域
密
着
型
施
設
整
備

資
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
、
社

会
福
祉
法
人
が
、
輝
美
町
に
小

規
模
多
機
能
型
施
設
を
造
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
巨
額
の
補
助

金
を
受
け
、
別
な
資
金
に
使
う

な
ど
の
例
が
全
国
で
見
ら
れ
る

が
、
市
は
こ
の
施
設
の
設
計
図

書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
の
か
。
積

算
単
価
は
道
単
価
か
。
ま
た
、

視
覚
障
が
い
者
等
情
報
支
援
緊

急
基
盤
整
備
事
業
の
内
容
は
。

答
え

設
計
は
国
の
基
準
設
定

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
建
築

の
完
了
検
査
に
は
、
福
祉
サ
イ

ド
の
職
員
等
も
同
席
し
適
正
な

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
る
か
確

認
す
る
考
え
で
あ
る
。
単
価
は

公
共
事
業
で
は
な
い
の
で
、
民

間
の
単
価
で
あ
る
。
視
覚
障
が

い
者
に
係
る
事
業
は
、
備
品
と

し
て
活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置

を
購
入
し
、
福
祉
課
や
高
齢
者

支
援
課
、
出
張
所
等
に
設
置
し
、

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

（
衛
生
費
）

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

問
い

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
職

員
の
中
途
退
職
に
よ
る
退
職
金

相
当
額
を
交
付
金
と
し
て
、
増

額
補
正
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

勤
続
年
数
等
に
よ
り
決
め
ら
れ

る
退
職
金
支
給
規
程
は
い
つ
で

き
た
の
か
。

答
え

昭
和
５５
年
１２
月
に
施
行

さ
れ
た
当
初
か
ら
の
規
程
で
あ

る
。
定
年
で
辞
め
る
方
に
つ
い

て
は
予
算
措
置
し
て
い
る
が
、

今
回
は
、
中
途
退
職
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
補
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

（
消
防
費
）

消
防
団
員

問
い

消
防
団
員
の
増
員
に
よ

る
報
酬
や
被
服
費
の
増
額
だ
が
、

消
防
団
員
の
１６
人
の
欠
員
補
充

は
、
条
例
定
数
に
対
す
る
も
の

か
。
一
挙
に
１６
人
増
え
た
要
因

は
な
に
か
。

答
え

消
防
団
員
の
条
例
定
数

は
１２０
人
で
あ
る
。
団
員
数
は
、

例
年
１０５
〜
１０６
名
と
な
っ
て
い
る

が
、
５
名
程
度
が
退
団
し
た
た

め
、
多
数
の
欠
員
と
な
っ
た
。

消
防
で
は
、
消
防
団
員
が
退
団

す
る
と
き
、
団
長
及
び
分
団
長

に
、
新
団
員
を
確
保
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
努
力
の
結
果
、
１６
人
の
加
入

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在

の
団
員
数
は
１１５
名
で
あ
る
。

このたび提案された一般会
計補正予算に対し、日本共産
党・市民クラブから輪厚パー
キングエリアスマートイン
ターチェンジ関連経費（歳入・
歳出）をすべて削除する修正
案が最終日の本会議で提出さ
れました。修正案に対する賛
成討論、原案に対する賛成討
論が行われ、審議の結果、多
数をもって原案可決となりま
した。

平成１８年度

決 算 審 査
討 論

一
般
会
計
・
国
保
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計

補

正

予

算

一般会計補正予算
既決予算額 １７０億８，８６４万６千円
今回補正額 １億３，０１２万４千円
合 計 １７２億１，８７７万円

国民健康保険事業特別会計
既決予算額 ６３億３，５９６万９千円
今回補正額 ▲７２６万４千円
合 計 ６３億２，８７０万５千円

介護保険特別会計
既決予算額 ２４億９，５１７万８千円
今回補正額 １億１６６万４千円
合 計 ２５億９，６８４万２千円

輝美町の小規模多機能型施設



（
総
務
費
）

交
通
傷
害
保
険

問
い

交
通
傷
害
保
険
支
払
額

２００
万
円
の
補
正
だ
が
、
予
想
外

の
交
通
事
故
件
数
と
な
っ
た
た

め
か
。

答
え

現
在
の
発
生
件
数
は
、

８
月
現
在
、
９
件
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
は
多
額
の
保
険
金
の

支
払
い
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

予
算
が
不
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
民
参
加
条
例

問
い

市
民
参
加
条
例
策
定
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
段
階
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
え

４
月
に
原
案
公
表
を
考

え
て
い
た
が
、
さ
ら
に
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
、
１２
月
に

原
案
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

１６
の
検
討
項
目
う
ち
、
現
在
３

分
の
１
程
度
、
検
討
を
終
え
て

い
る
。情

報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問
い

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

詳
し
い
内
容
は
。

答
え

ｅ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

支
援
事
業
で
あ
る
が
、
地
域

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
同
士
が
ス

ポ
ー
ツ
や
子
育
て
、
芸
術
文
化

な
ど
共
通
の
話
題
を
通
じ
て
情

報
交
換
を
行
え
る
場
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
設
け
、
市
民

レ
ベ
ル
で
ア
ク
セ
ス
を
行
う
こ

れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
幅
広
く
期

待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
財
団

法
人
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー

の
助
成
で
行
う
も
の
で
あ
る
。

輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

問
い

輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
化
は
、
前
に
構
想
の
あ
っ

た
輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
周

辺
開
発
計
画
と
は
切
り
離
し
た

計
画
か
。
専
用
道
路
を
造
る
こ

と
で
付
近
の
住
民
の
生
活
に
影

響
が
な
い
の
か
。
道
路
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
関
連
す
る
市
道
・

橋
り
ょ
う
等
の
改
良
経
費
が
か

か
る
こ
と
は
な
い
か
。
輪
厚

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
に
よ

る
経
済
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
え

今
回
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
に
つ
い
て
は

国
・
道
も
輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
周
辺
の
民
間
開
発
事
業
と

は
切
り
離
し
た
形
で
必
要
性
を

検
討
し
て
お
り
、
市
側
も
そ
う

考
え
て
い
る
。
道
路
は
専
用
道

路
で
は
な
く
、
一
般
の
住
民
も

通
行
可
能
な
道
路
で
あ
り
生
活

に
は
支
障
が
な
い
。
輪
厚
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
に
よ
り
、

一
定
の
交
通
量
が
発
生
し
て
く

る
と
思
う
が
、
道
路
の
容
量
か

ら
考
え
て
も
早
急
に
関
連
す
る

市
道
の
改
良
等
が
必
要
に
な
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。
経
済
的

効
果
・
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

は
非
常
に
通
勤
者
が
多
い
ま
ち

な
の
で
、
高
速
道
路
に
１０
分
間

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
口
が
一

気
に
増
え
る
こ
と
は
大
き
な
経

済
効
果
と
考
え
る
。
既
存
の
工

業
団
地
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
手

段
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
経
済
・

産
業
面
で
の
影
響
、
近
く
に
ゴ

ル
フ
場
が
多
数
あ
り
、
輪
厚
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
乗
り
降

り
が
増
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
輪
厚
の
新
た
な
工

業
団
地
を
開
発
す
る
上
で
、
５

〜
６
分
で
高
速
道
路
に
乗
れ
る

と
い
う
効
果
は
は
か
り
し
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
今
後
の
地
域

の
活
性
化
や
都
市
づ
く
り
の
上

で
効
果
が
あ
る
。

修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

中
野

募
（
日
本
共
産
党
）

輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
目
的
は
、
高
速
道
路
の
利

用
者
拡
大
に
あ
り
、
市
の
責
務

は
な
い
。
北
広
島
イ
ン
タ
ー
と

の
距
離
は
約
４
㎞
と
近
接
し
、

造
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。
接
続

道
路
に
は
、
学
校
、
病
院
、
住

宅
が
あ
り
、
利
用
者
が
増
え
る

と
道
路
の
拡
幅
が
必
要
で
、
環

境
が
更
に
悪
化
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
し
て
、
設
置
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聴
い
て
い

な
い
。
こ
の
予
算
は
、
市
が
約

１
億
円
の
負
担
と
な
る
。
財
政

が
厳
し
い
か
ら
と
使
用
料
、
手

数
料
の
値
上
げ
で
約
４
千
万
円

の
市
民
負
担
増
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
工
事
は
、
ま
っ
た

く
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
。

討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討

論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論

原
案
賛
成

川
崎

彰
治
（
新
生
み
ら
い
）

輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
取
り
付
け
た
い
と
い
う
、
市

長
の
提
案
に
賛
成
す
る
。
理
由

は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
化
は
、
近
い
将
来
実
施
さ

れ
る
輪
厚
工
業
団
地
の
売
却
に

対
す
る
リ
ス
ク
の
回
避
・
羊
ヶ

丘
通
の
早
期
延
伸
に
つ
な
が
り
、

札
幌
圏
へ
の
救
急
搬
送
も
、
団

地
地
区
で
は
大
幅
な
時
間
短
縮

に
な
り
一
刻
を
争
う
救
命
に
も

効
果
は
大
き
い
。
大
曲
交
差
点

や
国
道
３６
号
・
羊
ヶ
丘
通
線
の

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
に

も
効
果
は
大
で
あ
り
、
ス
マ
ー

ト
チ
ェ
ン
ジ
化
は
、
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
逃
が
し
て
な

ら
な
い
。

修
正
案
賛
成

立
崎

弘
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

今
定
例
会
に
は
手
数
料
、
使

用
料
の
改
定
議
案
が
提
案
さ
れ
、

次
の
議
会
に
は
、
ご
み
の
有
料

化
に
関
す
る
議
案
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
受
益
者
負
担
の
公
平

性
や
ご
み
の
減
量
化
、
苦
し
い

財
政
を
改
善
す
る
そ
の
目
的
、

要
因
と
も
、
私
ど
も
市
民
ク
ラ

ブ
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
長
期
財
政
推
計
に
つ

い
て
、
次
期
の
実
施
計
画
に
計

上
す
る
施
策
事
業
の
整
理
中
で

あ
り
、
大
型
事
業
に
つ
い
て
一

定
の
方
向
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。

新
た
な
財
政
推
計
が
出
さ
れ
て

い
な
い
現
在
、
事
業
費
２
億
４

千
万
円
を
要
す
る
こ
の
事
業
は
、

補
正
予
算
化
す
る
ほ
ど
優
先
順

位
が
高
い
の
か
。
輪
厚
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
周
辺
開
発
計
画
の

見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

改
め
て
新
年
度
予
算
に
提
案
す

べ
き
で
あ
る
。

ひ
が
し
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー

問
い

ひ
が
し
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
介
護
予
防

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
何
件
程
度
扱

う
の
か
。
ま
た
、
各
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
市
か
ら
委
託
費
が

入
っ
て
い
る
と
思
う
が
年
額
い

く
ら
か
。

答
え

社
会
福
祉
士
１
名
、
主

任
看
護
師
１
名
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
１
名
で
あ
る
。
ケ
ア
プ

ラ
ン
は
、
１
セ
ン
タ
ー
当
た
り

６０
件
程
度
と
市
が
制
限
し
て
い

る
。
委
託
費
は
、
１
�４
０
０

万
円
か
ら
１
�５
０
０
万
円
で

あ
り
、
当
初
予
算
で
措
置
し
て

い
る
。
今
回
の
補
正
は
改
装
費

で
あ
る
。

輪厚パーキングエリア

ひひががしし高高齢齢者者支支援援セセンンタターー



反

対

反

対

（
議
案
第
１
号
）

北
広
島
市
の
休
日
を
定

め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
内
容

年
末
年
始
の
休
日
を
現

行
の
「
１２
月
３１
日
か
ら
翌
年
の

１
月
５
日
ま
で
」
を
「
１２
月
２９

日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
」

に
変
更
し
、
北
海
道
、
札
幌
市

な
ど
と
同
じ
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

と
と
も
に
、
業
務
上
の
影
響
が

減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
い

近
隣
市
町
村
と
事
前
協

議
を
行
っ
た
の
か
。

答
え

千
歳
市
、
恵
庭
市
に
は

事
前
に
話
し
を
し
、
変
更
す
る

こ
と
は
連
絡
し
て
い
る
。
石
狩

市
は
今
後
、
国
・
北
海
道
に
合

わ
せ
て
い
く
意
向
と
聞
い
て
い

る
。（

議
案
第
３
号
）

北
広
島
市
手
数
料
徴
収

条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

内
容

厳
し
い
行
財
政
環
境
を

踏
ま
え
、
健
全
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
、
法
令
等
で
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
以
外
の
手
数
料

を
、
人
件
費
、
諸
証
明
等
用
紙

作
成
及
び
記
載
に
係
る
経
費
、

そ
の
他
の
経
常
経
費
の
行
政
コ

ス
ト
を
積
算
し
統
一
的
な
基
準

を
も
っ
て
手
数
料
の
見
直
し
を

行
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
い

手
数
料
の
改
定
に
よ
る

増
額
見
込
み
額
は
、
い
く
ら
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。
経
費
節

減
か
ら
住
民
票
等
の
自
動
交
付

機
を
置
く
考
え
は
な
い
の
か
。

手
数
料
の
算
出
方
法
は
。

答
え

増
額
見
込
み
額
は
、
過

去
３
年
間
の
平
均
処
理
件
数
を

も
と
に
計
算
し
、
３１４
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。
手
数
料
の
見
直

し
の
中
で
は
、
自
動
交
付
機
の

設
置
に
つ
い
て
は
議
論
し
て
い

な
い
。
手
数
料
の
算
定
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
要
す
る
経
費

は
受
益
者
が
す
べ
て
負
担
す
る

と
い
う
原
則
に
よ
り
、
１
件
当

た
り
の
人
件
費
と
物
件
費
を
合

計
し
て
計
算
し
て
い
る
。

中
野

募

（
日
本
共
産
党
）

手
数
料
の
値
上
げ
に
反
対
す

る
。
今
回
の
改
定
で
は
原
価
計

算
で
算
定
し
て
い
る
が
、
人
件

費
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
問
題

が
あ
る
。
職
員
を
採
用
し
、
費

用
は
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
に
市
役
所
の
窓
口
に
は
職

員
が
存
在
す
る
わ
け
で
、
市
民

は
二
重
の
負
担
に
な
る
。
コ
ス

ト
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
す
れ

ば
、
せ
め
て
紙
代
や
印
刷
代
ぐ

ら
い
で
、
広
く
市
民
が
印
鑑
証

明
な
ど
を
安
く
入
手
で
き
る
よ

う
方
法
を
考
え
る
べ
き
。
値
上

げ
幅
も
２００
円
が
２５０
円
に
、
２５
％

の
大
幅
引
き
上
げ
と
な
り
、
問

題
が
あ
る
。

（
議
案
第
４
号
）

北
広
島
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

内
容

厳
し
い
行
財
政
環
境
を

踏
ま
え
、
健
全
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
、
施
設
を
利
用
す
る

人
と
利
用
し
な
い
人
の
公
平
性
、

公
正
性
を
確
保
し
、
利
用
者
に

応
分
の
負
担
を
求
め
る
た
め
、

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
い

て
公
共
施
設
の
使
用
料
の
見
直

し
を
行
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
い

使
用
料
改
正
の
出
前
説

明
会
は
行
政
側
か
ら
の
働
き
か

け
に
よ
り
開
催
し
た
の
か
。
使

用
料
改
正
に
よ
り
増
額
収
入
は

い
く
ら
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

値
上
げ
し
た
分
を
ど
の
よ
う
に

使
用
す
る
の
か
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
目
的
に
照
ら
し
て

福
祉
関
係
団
体
が
使
用
す
る
と

き
有
料
と
な
る
の
は
、
い
か
が

か
。
市
民
負
担
が
過
大
に
な
っ

て
は
い
な
い
か
。

答
え

出
前
説
明
会
は
す
べ
て

団
体
等
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き

開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
使
用

料
の
改
正
で
３
�４
２
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
使

用
料
の
増
額
分
は
、
原
則
と
し

て
維
持
管
理
経
費
等
に
充
て
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
で
は
事
業
を
指

定
し
、
規
則
で
は
指
定
事
業
で

借
り
る
場
合
は
５０
％
の
減
額
と

規
定
し
て
い
る
。
市
民
負
担
が

過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
で

き
る
だ
け
低
廉
に
抑
え
た
使
用

料
を
設
定
し
て
い
る
。

討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討

論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論

討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討

論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論

中
野

募

（
日
本
共
産
党
）

使
用
料
の
改
定
に
手
数
料
と

同
じ
く
人
件
費
が
算
入
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
改
定
で
、
建
設

費
や
償
却
費
を
除
い
て
い
る
の

は
当
然
だ
が
、
施
設
を
建
て
た

場
合
、
施
設
管
理
の
た
め
の
要

員
は
は
じ
め
か
ら
必
要
な
も
の

で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
人
件
費

を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
は

問
題
が
あ
る
。
市
の
施
設
は
、

市
全
体
に
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
使

い
た
か
っ
た
ら
お
金
を
払
え
」

と
い
う
冷
た
い
発
想
は
困
る
。

市
民
が
払
う
と
し
て
も
、
必
要

最
小
限
の
も
の
に
す
べ
き
だ
。

よ
っ
て
、
新
た
な
有
料
化
、

大
幅
値
上
げ
に
反
対
す
る
。

９
月
２８
日
に
可
決
し
た
次
の

意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
等
に

提
出
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る

意
見
書

「
地
域
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
法
」
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書

原
爆
被
爆
者
救
済
を
求
め
る

意
見
書

第
３
回
定
例
会
で
は
２
件
の

陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。
審
査

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

み
な
し
不
採
択

陳
情
第
２
号

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使

用
料
に
関
す
る
陳
情
書
（
総
務

常
任
委
員
会
付
託
）

（
陳
情
者
）

北
広
島
テ
ニ
ス
協
会

理
事
長

土
佐
岡

政
洋
さ
ん

継
続
審
議

陳
情
第
３
号

学
童
保
育
の
充
実
を
求
め
る
陳

情
書
（
民
生
常
任
委
員
会
付
託
）

（
陳
情
者
）

北
広
島
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

会
長

山
本

博
巳
さ
ん

意

見

書

陳

情

戸籍・住民票・印鑑証明等発行窓口

緑葉公園テニスコート



問
い

市
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
検
討
を
始
め
た

が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
出
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を

ど
う
整
理
し
、
結
論
を
い
つ
ご

ろ
ま
で
に
ま
と
め
る
の
か
。

答
え

現
庁
舎
の
老
朽
化
、
狭

あ
い
、
分
散
、
耐
震
強
度
の
解

消
を
検
討
す
る
た
め
、
経
済
的

で
無
駄
を
省
い
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
庁
舎
を
基
本
に
置
き
、
建
設

規
模
や
機
能
な
ど
検
討
中
。
早

い
時
期
に
結
果
を
ま
と
め
た
い
。

問
い

本
庁
舎
を
補
強
し
て
使

用
す
る
か
、
新
庁
舎
を
建
設
す

る
か
に
し
て
も
、
今
あ
る
１０
億

円
の
基
金
で
は
足
り
な
い
。
ど

の
よ
う
に
基
金

を
積
み
立
て
る

の
か
、
目
標
額

は
ど
の
程
度
で

考
え
る
の
か
。

答
え

庁
舎
建

設
の
基
本
方
針

が
定
ま
り
、
建

設
時
期
、
想
定

さ
れ
る
事
業
費

が
あ
る
程
度
具

体
的
に
な
っ
た

段
階
で
、
財
源

確
保
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
い

本
庁
舎

が
被
災
し
、
使

用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
、
災
害
対
策
本
部

に
な
り
得
る
公
共
施
設
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
な
っ

た
場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き

て
い
る
の
か
。

答
え

自
家
発
電
な
ど
の
設
備

を
有
し
、
関
係
機
関
と
連
絡
が

取
り
や
す
い
消
防
庁
舎
な
ど
を

考
え
る
。
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
現

行
規
定
の
運
用
を
基
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

公
共
建
築
物
の
耐
震
は

問
い

古
い
公
共
建
築
物
に
対

し
て
、
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い

な
い
が
、
早
め
に
耐
震
診
断
を

行
っ
て
、
結
果
を
市
民
に
公
表

す
る
の
が
行
政
の
義
務
で
は
な

い
の
か
。

答
え

現
在
、
耐
震
改
修
促
進

計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お

り
、
市
有
公
共
施
設
の
計
画
的

な
耐
震
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

問
い

公
共
施
設
の
中
に
、
か

な
り
老
朽
化
し
た
も
の
が
見
受

け
ら
れ
る
。
修
繕
や
改
修
も
含

め
て
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
の

か
。

答
え

市
有
公
共
施
設
の
保
全

に
関
す
る
基
本
計
画
「
ス
ト
ッ

ク
計
画
」
を
策
定
し
た
。
今
後
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
保
全

計
画
を
立
て
、
改
修
な
ど
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
い

医
療
以
外
の
理
由
で
、

必
要
の
な
い
入
院
を
続
け
る
、

社
会
的
入
院
の
解
消
を
ね
ら
っ

た
療
養
病
床
の
再
編
に
係
る
法

案
、
２
０
１
２
年
度
ま
で
に
医

療
型
病
床
２５
万
床
を
１５
万
床
に

削
減
し
、
２
０
１
３
年
度
ま
で

に
介
護
型
病
床
１３
万
床
を
全
廃

す
る
内
容
、
本
市
に
お
い
て
も

取
り
組
む
課
題
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答
え

利
用
者
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
に
、
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
医
療
の
必

要
性
の
高
い
方
は
医

療
保
険
適
用
の
医
療

病
床
に
引
き
続
き
入

院
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
医
療
の
必

要
性
が
低
い
方
々
に

つ
い
て
は
、
介
護
療

養
病
棟
が
５
年
の
間

に
老
人
保
健
施
設
等

に
転
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、
受
け
皿
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

現
に
利
用
し
て
い
る

方
が
継
続
し
て
入
所

で
き
る
前
提
と
な
っ

て
い
る
。

問
い

本
市
に
お
い

て
、
社
会
的
入
院
と

い
わ
れ
て
い
る
方
々

の
入
所
者
数
と
入
所

期
間
は
。

答
え

６
月
末
現
在
、
市
民
の

介
護
療
養
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
受

給
数
は
６２
名
で
、
入
所
期
間
は

６
カ
月
以
上
２
年
未
満
３０
名
と

最
も
多
く
、
２
年
以
上
４
年
未

満
が
８
名
、
１０
年
以
上
の
長
期

入
院
者
は
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
い

こ
の
制
度
の
目
的
は
、

医
療
費
総
額
の
う
ち
、
高
い
割

合
を
占
め
る
高
齢
者
の
負
担
の

公
平
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
現
在
、
本
市
に
は

５
千
名
弱
後
期
高
齢
者
が
い
る

が
、
現
在
加
入
の
保
険
別
割
合

は
。

答
え

国
民
医
療
費
が
増
大
す

る
中
で
、
医
療
保
険
制
度
を
将

来
に
渡
り
、
持
続
可
能
な
も
の

と
し
て
、
高
齢
者
世
代
と
現
役

世
代
の
負
担
を
明
確
化
し
た
医

療
制
度
。
後
期
高
齢
者
の
対
象

と
な
る
老
人
保
健
受
給
者
の
加

入
割
合
は
、
市
国
保
が
８８
％
、

国
保
組
合
が
１
％
、
被
用
者
保

険
が
１１
％
で
あ
る
。

問
い

保
険
料
の
激
変
緩
和
措

置
の
対
象
者
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
え

約
４６０
名
と
見
込
ん
で
い

る
。ほ

か
に
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
整
備
、
大
曲

保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

立
崎

弘
昭
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
組
織
作
り
は

庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再
開

中
田

富
美
男
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

療
養
病
床
の
再
編
の
影
響
は

再
編
の
影
響
は
限
定
的
に
な
る

３８万の療養病床６割削減

老朽化が進む市役所本庁舎



問
い

使
用
料
見
直
し
に
至
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
は
。

答
え

施
設
を
利
用
す
る
人
と

し
な
い
人
と
の
負
担
の
公
平
性

を
考
慮
す
る
こ
と
、
ま
た
、
料

金
の
算
定
方
法
や
、
減
額
、
免

除
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準
が

な
か
っ
た
。

問
い

施
行
時
期
は
性
急
す
ぎ

な
い
か
。

答
え

平
成
１７
年
に
策
定
し
公

表
し
た
行
財
政
構
造
改
革
・
実

行
計
画
に
基
づ
き
、
行
財
政
構

造
改
革
委
員
会
の
提
言
を
受
け

議
会
議
論
、
統
一
基
準
整
備
に

２
年
半
を
費
や
し
た
。

問
い

市
民
周
知
は
十
分
か
。

答
え

行
財
政
構
造
改
革
に
関

す
る
特
集
を
広
報

紙
で
７
回
、
実
行

計
画
策
定
の
際
に

は
、
市
民
意
見
を

聴
き
公
共
施
設
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

置
い
て
周
知
し
て

き
た
。

財
源
確
保
の

取
り
組
み
は

問
い

税
外
収
入

確
保
の
た
め
の
公

共
物
の
有
料
広
告

の
掲
載
状
況
は
。

答
え

昨
年
１２
月

に
広
報
掲
載
に
関

す
る
基
本
方
針
を

定
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
広
告
掲
載
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
積
極
的
に
有
料

広
告
の
掲
載
に
取
り
組
む
。

問
い

課
税
自
主
権
の
活
用
は
。

答
え

新
税
導
入
に
関
す
る
検

討
は
、
１３
年
７
月
に
地
方
税

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
法
定
外
税
の
導
入
の
調
査
検

討
を
行
っ
て
い
る
が
現
在
ま
で

導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問
い

郊
外
型
の
商
業
店
舗
の

進
出
に
と
も
な
い
既
存
市
街
地

の
衰
退
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
。

答
え

商
店
主
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
さ
ら
に
は
大
型
店

の
進
出
な
ど
に
よ
り
店
舗
の
移

転
や
撤
退
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

新
た
な
業
態
に
よ
る
店
舗
等
の

進
出
も
あ
る
。
ま
た
、
社
会
情

勢
に
対
応
し
た
商
業
展
開
を
ど

う
取
り
組
む
か
な
ど
、
地
域
商

業
活
性
化
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
い

少
子
・
高
齢
化
等
中
小

企
業
活
性
化
事
業
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

答
え

関
連
機
関
、
団
体
と
協

議
し
て
い
く
。

ほ
か
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

危
機
対
応
、
地
域
農
業
等

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

問
い

審
議
会
の
答
申
に
は
有

料
化
で
不
法
投
棄
が
増
加
す
る
、

費
用
負
担
が
多
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
な

ど
も
必
要
で
あ
る
。
導
入
に
対

し
て
は
賛
否
両
論
の
意
見
も

あ
っ
た
と
あ
る
が
、
有
料
化
の

理
由
と
根
拠
は
。

答
え

１７
年
度
行
財
政
構
造
改

革
・
実
行
計
画
の
中
で
ご
み
に

つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
が
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
審

議
会
に
諮
問
し
た
。

問
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み

を
運
搬
で
き
な
い
方
に
つ
い
て

は
町
内
会
が
現
状
を
把
握
し
て
、

何
ら
か
の
仕
組
み
を
つ
く
る
と

あ
る
が
、
そ
の
仕
組
み
の
内
容

は
。

答
え

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、

社
協
や
自
治
会
と
の
協
力
関
係

も
つ
く
り
支
援
し
て
い
く
。

市
民
の
声
を
大
切
に

問
い

今
回
の
有
料
化
は
第
２

の
増
税
で
あ
る
。

答
申
が
出
て
か
ら

半
年
で
８
カ
所
だ

け
の
説
明
会
で
は

説
明
不
足
だ
。
税

や
使
用
料
等
の
不

納
欠
損
額
が
年
間

約
２
億
円
。
有
料

化
す
る
前
に
こ
の

対
策
が
必
要
で
な

い
か
。
水
道
料
金

は
他
市
よ
り
高
い

の
で
せ
め
て
ご
み

だ
け
は
無
料
で
あ

る
べ
き
だ
と
の
声

も
あ
る
。
そ
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
有
料
化
の
提
案
内
容
に
変

化
は
あ
る
の
か
。

答
え

提
案
内
容
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
減
額
・
免
除
制
度

の
内
容
や
レ
ジ
袋
の
利
用
に
つ

い
て
再
検
討
し
て
い
る
。

問
い

有
料
化
す
る
前
に
行
政

と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
ご

み
の
減
量
化
を
真
剣
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
私

に
郵
送
さ
れ
た
会
報
「
わ
か
ば
」

に
は
、
受
益
者
負
担
で
我
が
家

の
財
政
は
、
近
時
、
破
た
ん
状

況
「
我
々
に
は
明
日
が
あ
る
の

か
」
と
の
声
も
あ
る
。
そ
し
て
、

市
民
は
住
民
税
・
所
得
税
・
医

療
費
・
介
護
保
険
料
な
ど
の
負

担
増
で
や
り
く
り
に
四
苦
八
苦

だ
。
新
し
い
市
長
に
ま
ち
づ
く

り
を
託
し
た
市
民
は
、
以
前
は

住
み
や
す
か
っ
た
が
、
現
在
は

心
が
寂
し
く
な
る
ま
ち
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
と
の
声
も
。
こ
れ

ら
の
状
況
を
受
け
止
め
有
料
化

は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る

が
延
期
は
で
き
な
い
の
か
。

答
え

２０
年
度
有
料
化
の
提
案

は
変
え
ら
れ
な
い
。
ご
理
解
を

願
い
た
い
。

ほ
か
に
地
域
交
通
シ
ス
テ

ム
、
西
の
里
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

國
枝

秀
信
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

使
用
料
徴
収
の
目
的
は

行
財
政
構
造
改
革
の
一
環

佐
藤

敏
男
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ご
み
有
料
化
は
時
期
尚
早
で
は

２０
年
度
実
施
に
変
更
は
な
い

使用料が改正される団地住民センター

第５次最終埋立処分場（中の沢）



問
い

７
月
末
の
教
育
委
員
会

会
議
で
広
葉
小
は
若
葉
小
へ
、

緑
陽
小
は
高
台
小
へ
統
合
す
る

と
い
う
決
定
が
新
聞
報
道
と
共

に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
学
校

統
合
に
関
し
て
２４
点
質
問
す
る
。

ま
ず
統
合
の
校
名
の
決
定
ま
で

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
保
護
者
や

地
域
の
意
見
を
聴
こ
う
と
せ
ず
、

配
慮
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
。

答
え

統
合
校
は
客
観
的
な
基

準
を
基
に
教
育
委
員
会
会
議
で

検
討
し
、
考
え
方
が
示
さ
れ
た

も
の
。
教
育
委
員
会
は
そ
の
考

え
方
を
保
護
者
や
地
域
住
民
に

示
し
て
、
意
見
や
要
望
を
聴
く

た
め
説
明
会
を
し
て
い
る
。

問
い

若
葉
小
、
高
台
小
へ
の

統
合
は
考
え
方

で
あ
っ
て
、
結

論
は
保
護
者
、

地
域
の
意
見
を

聴
い
て
決
め
る

と
い
う
こ
と

か
。

答
え

使
用
す

る
こ
と
が
望
ま

し
い
校
舎
に
つ

い
て
は
保
護

者
・
地
域
の
皆

様
に
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
。

問
い

統
合
問

題
の
説
明
会
で

教
育
委
員
会
は

「
保
護
者
、
地

域
の
全
体
の
理
解
、
も
し
く
は

一
定
の
理
解
を
得
て
い
き
た
い
」

と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
そ
れ

は
統
合
へ
の
賛
成
者
の
数
で
あ

る
の
か
。
そ
の
場
合
は
一
定
の

割
合
、
基
準
を
示
す
の
か
。

答
え

き
め
細
か
く
説
明
会
を

行
い
、
教
育
委
員
会
の
考
え
方

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
総
合
的

に
判
断
し
た
い
。

問
い

説
明
会
の
意
見
だ
け
を

尊
重
す
る
の
か
。
出
て
い
な
い

市
民
の
民
意
は
ど
う
把
握
す
る

の
か
。

答
え

説
明
会
で
は
い
ろ
い
ろ

な
意
見
も
あ
り
、
そ
の
内
容
も

違
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。
説
明
会

に
出
て
い
な
い
方
の
意
見
把
握

は
市
の
広
報
を
通
じ
て
募
っ
て

お
り
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
参

考
に
し
て
い
る
。

問
い

説
明
会
で
出
席
者
か
ら

統
合
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
が
求
め
ら
れ
た
が
見
解
は
。

答
え

統
合
は
保
護
者
や
地
域

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
直
接
意
見
や
要
望
を
聴

き
、
教
育
委
員
会
の
考
え
方
を

理
解
し
て
も
ら
っ
て
進
め
た
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ほ
か
に
JR
北
広
島
駅
周
辺

整
備
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

問
い

保
護
者
説
明
会
で
の
意

見
「
自
宅
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
、

眼
下
に
東
部
小
が
あ
り
な
が
ら
、

な
ぜ
３０
分
以
上
も
か
か
る
学
校

に
通
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」

は
も
っ
と
も
な
意
見
。
審
議
会

が
本
来
の
役
割
の
通
学
区
域
審

議
を
せ
ず
に
学
校
統
合
を
議
論

し
た
の
は
お
か
し
い
。
昭
和
時

代
に
定
め
ら
れ
た
通
学
区
域
は
、

そ
の
後
の
駅
周
辺
の
発
展
等
に

合
わ
な
い
。
通
学
区
域
見
直
し

を
含
め
、
統
廃
合
を
再
検
討
す

べ
き
だ
。

答
え

審
議
会
で
は
東
部
小
学

校
を
含
め
て
検
討
さ
れ
た
が
、

北
広
島
団
地
内
に
限
定
し
て
議

論
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
広
葉

小
の
児
童
全
員
が
同
じ
学
校
へ

行
く
こ
と
が
好
ま
し
い
と
考
え

る
。入

札

問
い

今
年
度
落
札
率
８０
％
台

が
増
え
、
大
幅
低
下
し
て
い
る

の
で
は
。
他
に
先
駆
け
入
札
条

件
を
引
下
げ
た
こ
と
を
、
高
く

評
価
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
経

費
節
減
を
、
市
民
負
担
増
を
取

り
消
す
原
資
に
し
て
は
。
地
元

企
業
育
成
援
助
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
え

８
月
ま
で
の
平
均
落
札

率
は
８９
％
。
適
正
な
入
札
の
結

果
だ
。
地
元
企
業
の
受
注
機
会

確
保
に
配
慮
し
て
い
る
。

国

保

税

問
い

所
得
ゼ
ロ
が
国
保
加
入

の
３
分
の
１
。
７
割
減
免
で
も

支
払
い
が
困
難
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
他
市
並
み
に

増
や
し
、
税
を
引
下
げ
る
べ
き

だ
。

答
え

市
に
よ
っ
て
国
保
財
政

の
運
営
、
規
模
に
よ
り
違
い
が

生
じ
る
。
当
市
も
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し
て
い

る
。ご

み
有
料
化

問
い

定
率
減
税
廃
止
な
ど
で

年
間
４
億
円
も
の
市
民
負
担
増
。

さ
ら
に
ご
み
有
料
化
で
１
億
５

千
万
円
、
公
共
施
設
使
用
有
料

化
等
で
３
�５
０
０
万
円
、
学

童
保
育
料
値
上
げ
で
１
�３
０
０

万
円
合
計
２
億
円
も
の
負
担
を

押
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
１
カ
月
２
�

２
０
０
円
も
の
負
担

増
は
生
活
を
一
段
と

苦
し
め
る
。
有
料
化

で
負
担
を
求
め
る
環

境
に
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
え

今
年
度
は
交

付
税
の
減
額
な
ど
市

税
収
入
の
増
加
を
上

回
る
収
入
減
。
し
た

が
っ
て
行
革
実
行
計

画
を
着
実
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ほ
か
に
業
務
委
託
、
指
定

管
理
者
の
雇
用
形
態
調
査

結
果
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

小
岩

均
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

若
葉
、
高
台
小
に
統
合
と
な
る
の
か

現
時
点
で
は
最
終
決
定
で
は
な
い

板
垣

恭
彦
議
員
（
日
本
共
産
党
）

通
学
区
域
見
直
し
が
必
要
で
は

団
地
内
限
定
で
統
廃
合
を
議
論
し
た

西の里市営住宅建て替え工事の落
札率は建築主体工事で９４％、電気
設備工事で８３％

統合に向け行われた第２回地域説明会（緑陽小学校）



問
い

来
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
発
足
す
る
が
、

こ
の
制
度
の
目
的
は
高
齢
者
の

医
療
費
の
抑
制
に
あ
る
。
医
療

費
の
伸
び
に
応
じ
て
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
医
療
の
上
限

が
決
め
ら
れ
、
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
危

惧
が
あ
る
。
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
き
た
お
年
寄
り
に
と
っ

て
あ
ま
り
に
も
冷
た
い
仕
打
ち

で
な
い
か
。
全
国
民
主
医
療
機

関
の
６５
歳
以
上
の
調
査
で
は
、

収
入
な
し
か
ら
１０
万
円
ま
で
の

人
が
４０
％
も
占
め
て
い
る
。
お

金
が
か
か
る
の
で
、
外
出
を
し

な
い
人
が
４０
％
に
な
っ
て
い
る
。

孤
独
死
は
、
昨
年
１
月
〜
９
月

で
９９
人
で
そ
の
多
く
が
生
活
保

護
世
帯
の
人
た
ち
だ
。
こ
の
制

度
に
対
し
て
の
市
長
の
見
解
を

問
う
。

答
え

高
齢
社
会
に
対
応
し
た

仕
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
世
代

と
現
役
世
代
の
負
担
を
明
確
化

し
、
公
平
で
分
か
り
や
す
い
独

立
し
た
医
療
制
度
の
あ
り
方
を

目
指
し
た
も
の
。
全
道
一
円
で

広
域
化
す
る
こ
と
で
、
市
町
村

財
政
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
。

問
い

７５
歳
以

上
、
６５
歳
か
ら

７４
歳
の
方
々
の

人
数
は
何
人

か
。
年
金
月
額

１
万
５
千
円
以

上
の
給
付
を
受

け
て
い
る
人

は
、
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
生

活
困
窮
者
は
納

付
猶
予
や
分
納

申
請
が
で
き
な

い
。
対
策
は
あ
る
か
。

答
え

老
人
保
健
受
給
者
で
の

現
在
の
推
計
は
、
７５
歳
以
上
で

約
４
�７
０
０
人
。
国
民
健
康

保
険
の
６５
歳
か
ら
７５
歳
未
満
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
主
で
約
２
�

２
０
０
人
で
あ
る
。
生
活
困
窮

者
な
ど
特
別
の
事
情
が
あ
れ
ば

窓
口
納
入
に
変
更
し
、
分
納
も

徴
収
猶
予
も
可
能
と
な
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

問
い

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の

発
行
に
な
り
、
資
格
証
明
書
は

窓
口
で
全
額
支
払
い
と
な
る
。

病
院
に
行
け
な
く
な
り
、
健
康

悪
化
が
危
ぐ
さ
れ
る
が
、
診
療

の
抑
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。
ま
た
、
介
護
保
険

で
の
普
通
徴
収
者
で
分
納
と
徴

収
猶
予
の
実
績
は
あ
る
か
。
現

在
、
国
保
で
短
期
保
険
証
、
資

格
証
明
書
の
発
行
数
は
。

答
え

診
療
の
抑
制
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
準
を
も
と
に
方
針

が
定
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

介
護
保
険
で
分
割
納
付
を
利
用

し
て
い
る
方
は
５２
名
い
る
。
徴

収
猶
予
は
実
績
が
な
い
。
国
保

で
の
短
期
保
険
証
は
８９２
件
、
資

格
証
明
書
は
２２
件
に
な
っ
て
い

る
。ほ

か
に
市
の
財
政
問
題
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

問
い

大
き
い
お
腹
を
抱
え
て

の
車
の
乗
り
降
り
の
際
に
、
狭

い
駐
車
の
一
般
ス
ペ
ー
ス
で
は

困
難
。
施
設
の
出
入
り
口
に
近

い
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
で
き
れ
ば
冬
期
間
の
転

倒
の
心
配
が
な
い
障
が
い
者
用

の
ス
ペ
ー
ス
を
妊
婦
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
え

駐
車
場
共
用
に
向
け
、

妊
婦
の
方
と
分
か
る
よ
う
、
自

動
車
へ
の
表
示
な
ど
も
含
め
、

公
共
施
設
で
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。

問
い

実
施
検
討
う
ん
ぬ
ん
と

い
う
が
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
共

用
で
あ
る
と
の
看
板
を
立
て
、

広
報
で
周
知
す
れ
ば
良
い
の
で

は
。

答
え

駐
車
場
の
共
用
に
向
け
、

各
施
設
管
理
部
局
と
具
体
的
な

検
討
を
行
う
。

い
じ
め
相
談
メ
ー
ル

問
い

い
じ
め
問
題
の
原
因
の

一
つ
に
情
報
の
遅
さ
が
あ
る
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
相

談
で
き
る
メ
ー
ル
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。
相
談
し
や
す
い
体

制
を
整
え
、
問
題
を
小
さ
い
う

ち
に
解
決
で
き
る
の
で
は
。

答
え

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
エ
ル
フ
ィ
ン
キ
ッ
ズ
」
コ
ー

ナ
ー
で
メ
ー
ル
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
。

問
い

既
存
の
も

の
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
活
用
し
や
す

く
、
メ
ー
ル
を
送

れ
る
コ
ー
ナ
ー
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
前

面
に
出
せ
ば
、
相

談
し
て
く
れ
る
件

数
が
増
え
る
の
で

は
。

答
え

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
上
に
お
い

て
見
や
す
く
、
活

用
し
や
す
い
よ
う

に
検
討
を
行
う
。

産
後
う
つ
病

対
策

問
い

産
後
う
つ

病
は
、
抗
う
つ
気

分
・
倦
怠
感
・
気

力
が
な
い
・
自
分
の
子
ど
も
に

愛
情
が
持
て
な
い
等
、
出
産
に

よ
る
環
境
の
変
化
や
育
児
に
よ

る
心
身
疲
労
が
引
き
金
。
エ
ジ

ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

答
え

う
つ
病
を
検
知
す
る
た

め
に
有
効
で
あ
る
の
で
、
今
後

検
討
を
行
う
。

ほ
か
に
公
共
施
設
耐
震
状

況
、
救
援
物
資
、
教
育
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

エジンバラ産後うつ病評価尺度
出産後のうつ病に悩む女性患者を対象に開

発。これまでによると約１０％の女性がうつ病になることが分かっ

ており、その多くは治療を受けていない。本評価尺度は１０項目

の質問からなっており、各質問には４種類の選択肢があり、過

去１週間を振り返り自分の気分にもっとも近いものを選ぶ。所

要時間はおよそ５分程度。評価試験を受けた方の９２．３％の方が

なんらかのうつ病を示している。

中
野

募
議
員
（
日
本
共
産
党
）

高
齢
者
医
療
抑
制
に
対
す
る
見
解
は

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
医
療
制
度
へ

大
迫

彰
議
員
（
公

明

党
）

障
が
い
者
の
駐
車
場
を
妊
婦
共
用
に

共
用
に
向
け
具
体
的
に
検
討
を
行
う一口メモ



問
い

保
育
園
・
幼
稚
園
・
学

童
ク
ラ
ブ
等
々
で
虐
待
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
事
態
は
な
い
か
。

答
え

本
市
で
は
虐
待
防
止
の

た
め
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
今
年
３
月
に
設
置
し
、

個
別
検
討
会
議
を
通
じ
て
、
医

療
機
関
、
児
童
相
談
所
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、

子
ど
も
に
危
険
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
場
合
に
は
児
童
相
談
所

へ
送
致
し
、
緊
急
一
時
保
護
を

実
施
し
て
い
る
。

問
い

北
広
島
を
所
管
す
る
中

央
児
童
相
談
所
が
こ
の
１
両
年

に
児
童
虐
待
に
類
す
る
相
談
を

受
け
た
事
例
は
ど
ん
な
ケ
ー
ス

で
、
ど
ん
な
て
ん
末
で
あ
っ
た

か
。

答
え

平
成
１８
年
度
の
石
狩
管

内
で
の
相
談
件
数
は
４５
件
で
、

身
体
的
虐
待
が
１５
件
、
ネ
グ
レ

ク
ト
が
２３
件
、
性
的
虐
待
が
４

件
、
心
理
的
虐
待
が
３
件
で
、

主
た
る
虐
待
者
の
５２
％
が
実
母

と
な
っ
て
い
る
。

問
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
に
よ
る
陰
湿
な
い
じ
め
や
、

犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
結
成
、
勧
誘

が
発
生
し
て
い
る
今
日
、
ネ
ッ

ト
上
の
い
じ
め
の
把
握
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て

い
る
か
。

答
え

校
長
会
や
北
広
島
市
教

育
研
究
会
の
生
徒
指
導
委
員
会

を
通
じ
、
道
教
委
及
び
道
警
で

作
成
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
示

さ
れ
て
い
る
具

体
的
な
内
容
に

つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
は
も
と

よ
り
保
護
者
へ

の
周
知
も
含

め
、
適
切
に
対

応
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

島
松
駅
逓

周
辺
の
環

境
整
備
は

問
い

先
ご
ろ

実
施
さ
れ
た
ク

ラ
ー
ク
フ
ェ
ス

タ
の
主
会
場
で

あ
る
島
松
駅
逓
周
辺
の
整
備
に

つ
い
て
、
私
の
過
去
の
質
問
に

前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

い
つ
か
ら
取
り
組
む
の
か
、
ど

の
よ
う
な
手
法
で
な
す
べ
き
か
。

答
え

昨
年
度
よ
り
、
ま
ち
全

体
を
博
物
館
と
し
て
と
ら
え
る

構
想
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
市
全
体
の
歴
史
、
自
然
遺

産
の
保
全
と
観
光
活
用
を
進
め

て
い
く
当
該
地
域
に
つ
い
て
は
、

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
い

ど
の
よ
う
な
制
度
や
資

金
を
導
入
し
て
推
進
す
る
の
か
。

答
え

資
金
や
制
度
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
い

年
間
１
万
件
以
上
の
相

談
件
数
に
加
え
、
新
た
に
予
防

給
付
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
の

膨
大
な
業
務
量
を
か
か
え
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
、
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

考
え
か
。
ま
た
、
本
来
、
社
会

福
祉
士
の
専
門
分
野
で
あ
る
虐

待
防
止
の
取
り
組
み
や
、
権
利

擁
護
事
業
な
ど
は
十
分
に
果
た

せ
て
い
る
の
か
。

答
え

新
予
防
給
付
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
及
び
特
定
高
齢
者
の
予
防

プ
ラ
ン
に
追
わ
れ
て
い
る
実
態

が
あ
り
、
本
来
業
務
に
も
や
や

支
障
が
で
て
い
る
。
社
会
福
祉

士
に
対
す
る
負
担
も
増
大
し
て

い
る
。

問
い

マ
ン
パ
ワ
ー
の
拡
充
を

図
り
、
社
会
福
祉
士
が
専
門
性

を
発
揮
し
、
そ
の
業
務
を
十
分

に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
整
備
す
べ
き
。

答
え

介
護
予
防
業
務
に

対
応
し
た
人
員
の
配
置
を

検
討
し
、
社
会
福
祉
士
と

し
て
の
業
務
が
適
正
に
行

わ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
医
師
の
連
携

問
い

医
療
ニ
ー
ズ
の
高

い
、
重
度
者
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

支
援
の
上
で
医
療
の
視
点

が
か
か
せ
な
い
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
医
師
と
の

連
携
の
強
化
が
必
要
だ
が
、

市
と
し
て
、
医
師
会
に
協

力
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
が
、

見
解
は
。

答
え

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

主
治
医
と
の
情
報
交
換
等
を
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
医
師

会
に
対
し
、
連
携
体
制
の
構
築

に
向
け
た
協
力
要
請
を
行
っ
て

い
く
。

要
援
護
者
名
簿
の
活
用

問
い

本
市
の
要
援
護
者
名
簿

の
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
自
主

防
災
組
織
、
民
生
委
員
な
ど
と

共
有
し
災
害
時
の
安
否
確
認
を

短
時
間
で
行
う
こ
と
が
可
能
か
。

答
え

希
望
さ
れ
た
約
７００
名
の

登
録
名
簿
は
民
生
委
員
・
消
防

と
情
報
を
共
有
し
、
安
否
確
認

に
活
用
す
る
。
今
後
は
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
名
簿
の

管
理
方
法
を
検
討
す
る
。

問
い

災
害
時
に
要
援
護
者
情

報
を
地
域
と
共
有
す
る
こ
と
が

重
要
。
個
人
情
報
保
護
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
提

供
範
囲
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

答
え

見
直
し
も
検
討
し
、
地

域
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者

に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
る
。

ほ
か
に
子
育
て
・
子
育
ち

支
援
、
平
和
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

竹
林

顯
議
員
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

子
ど
も
の
安
全
は
守
ら
れ
て
い
る
か

石
狩
管
内
の
虐
待
者
の
５２
％
が
実
母

田
邊

優
子
議
員
（
無

会

派
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
は

来
年
度
に
向
け
、
人
員
の
配
置
を
検
討

周辺整備がのぞまれる島松駅逓所

高齢化率の高い北広島団地地区を
受けもつみなみ高齢支援センター



問
い

高
速
道
路
上
の
大
曲
橋
、

鉄
道
上
の
農
場
橋
や
天
使
歩
道

橋
の
安
全
性
を
懸
念
す
る
市
民

の
声
が
あ
る
。
大
規
模
地
震
に

耐
え
ら
れ
る
強
度
は
あ
る
の
か
。

答
え

市
管
理
の
橋
は
１０３
橋
あ

り
、
幹
線
道
路
の
１７
橋
に
つ
い

て
、
平
成
１０
年
に
専
門
会
社
に

委
託
し
て
点
検
を
し
た
。
大
曲

橋
は
軽
度
の
損
傷
。
農
場
橋
、

天
使
歩
道
橋
の
ほ
か
、
中
央
陸

橋
、
栄
陸
橋
の
損
傷
度
が
高
い

と
の
結
果
で
、
１２
年
以
降
順
次

補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

問
い

米
国
中
西
部
の
よ
う
な

落
橋
事
故
が
あ
れ
ば
、
人
命
、

交
通
、
経
済
等
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
老
朽
化
し
て
い
く

橋
り
ょ
う
の
今
後

の
安
全
確
保
策

は
。

答
え

現
況
調
査

を
行
っ
て
診
断
カ

ル
テ
を
つ
く
り
、

老
朽
化
の
度
合
い

や
補
修
の
必
要
性

の
把
握
に
努
め
た

い
。安

全
安
心
条

例
制
定
の
考

え
は

問
い

安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
と
は
、
市
民
全

て
の
願
い
で
あ

る
。
全
道
１８０
自
治

体
の
約
７１
％
が
条
例
を
制
定
し

て
い
る
。
本
市
も
条
例
を
つ
く

り
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
で
な
い
の
か
。

答
え

本
市
の
１０
の
防
犯
協
会

や
町
内
会
等
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
結
成
す
る
な
ど
、
一
丸
と

な
っ
て
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
条
例
制
定
も
防
犯
意
識

向
上
の
有
効
手
段
で
あ
る
の
で

早
急
に
対
応
す
る
。

市
防
災
セ
ン
タ
ー
の

活
用
実
態
は

問
い

今
年
４
月
、
共
栄
千
歳

川
橋
の
た
も
と
に
、
国
が
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
、

呼
応
し
て
市
の
防
災
セ
ン
タ
ー

も
併
設
さ
れ
た
。
市
は
、
防
災

訓
練
、
体
験
学
習
の
場
等
を
意

図
し
て
市
費
を
投
入
し
た
が
、

目
的
に
沿
っ
た
活
用
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

答
え

防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
防

災
資
機
材
の
備
蓄
、
水
防
や
水

難
救
助
等
の
訓
練
、
研
修
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
は
、

８
月
末
で
１
�９
９
１
名
で
あ

る
が
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
力
す

る
。ほ

か
に
本
市
の
活
断
層
の

再
調
査
、
地
震
被
害
想
定

の
見
直
し
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

問
い

自
転
車
道
の
下
に
天
然

ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
あ
る

が
、
こ
の
建
設
に
あ
た
り
ガ
ス

事
業
者
は
市
内
（
道
営
団
地
や

西
の
里
地
区
）
に
天
然
ガ
ス
を

供
給
す
る
計
画
を
議
会
へ
説
明

し
て
協
力
を
求
め
て
い
た
よ
う

だ
が
、
虹
ヶ
丘
地
区
以
外
は
、

準
備
す
ら
進
ん
で
い
な
い
。
大

曲
地
区
や
輪
厚
に
計
画
さ
れ
て

い
る
工
業
団
地
へ
の
供
給
は
難

し
い
の
か
。

答
え

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
将

来
の
可
能
性
と
し
て
天
然
ガ
ス

化
へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
し

た
経
緯
が
あ
る
旨
の
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
し
か
し
、
団
地
は

導
管
の
建
設
・
天
然
ガ
ス
の
気

化
施
設
の
設
置
、
西
の
里
は
営

業
譲
渡
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
大
曲
・
輪
厚
地
区

へ
の
供
給
は
多
額
の
投
資
が
必

要
で
あ
り
事
業
性
と
採
算
性
が

見
込
め
る
な
ら
供
給

の
可
能
性
が
生
じ
て

く
る
と
伺
っ
て
い

る
。ご

み
の
収
集
方
式

問
い

審
議
会
で
も

戸
別
収
集
の
利
点
の

意
見
が
多
く
、
審
議

時
間
が
足
り
な
い
ま

ま
答
申
に
至
っ
た
よ

う
だ
。
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
常
に
管
理
し
て

い
る
町
内
会
へ
の
打

診
が
な
い
の
は
何
故

か
。

答
え

戸
別
収
集
は
排
出
責
任

者
の
明
確
化
や
排
出
マ
ナ
ー
の

向
上
が
期
待
で
き
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
収
集
コ
ス

ト
の
大
幅
な
増
加
が
想
定
さ
れ

難
し
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

連
合
自
治
会
や
町
内
会
に
も
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を

す
る
。

問
い

町
内
会
を
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
す
る
な
ら
、
そ
の
意

見
を
聴
く
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
。
意
見
も
聴
か
ず
に
進
め

る
の
は
、
町
内
会
は
た
ん
に
下

請
け
組
織
と
と
ら
え
ら
れ
て
も

仕
方
が
な
い
。
改
め
て
質
問
す

る
が
町
内
会
に
打
診
し
な
い
こ

と
で
良
い
か
。

答
え

経
費
の
面
か
ら
か
な
り

難
し
い
と
考
え
、
採
用
で
き
な

い
状
況
の
も
の
を
「
町
内
会
・

自
治
会
の
皆
さ
ん
に
ど
う
し
ま

し
ょ
う
か
」
と
い
う
議
論
と
い

う
の
は
、
な
か
な
か
し
づ
ら
い

と
い
う
こ
と
で
具
体
的
に
相
談

を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
の
間
か
ら
要
望

が
あ
り
、
将
来
的
に
は
大
き
な

検
討
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ほ
か
に
事
務
・
権
限
移
譲
、

い
じ
め
問
題
の
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
・
な
く
そ
う
い
じ

め
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

野
原

薫
議
員
（
新
生
み
ら
い
）

り
ょ
う

古
い
橋
梁
の
安
全
確
保
を

診
断
カ
ル
テ
を
つ
く
り
把
握
に
努
め
る

川
崎

彰
治
議
員
（
新
生
み
ら
い
）

本
市
の
天
然
ガ
ス
化
へ
の
可
能
性
は

事
業
性
と
採
算
性
が
見
込
め
る
な
ら

老朽化した高速道路上の大曲橋

西の里の北ガス減圧装置



問
い

大
曲
地
区
の
民
間
造
成

団
地
の
道
路
、
排
水
整
備
が
必

要
な
と
こ
ろ
は
、
あ
と
ど
の
く

ら
い
の
長
さ
で
、
推
定
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
必
要
な
の
か
。

ま
た
、
側
溝
を
雨
水
管
で
処
理

す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
え

大
曲
地
区
で
は
、
年
次

計
画
に
よ
り
、
２
カ
所
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
新
た
に
市
道

の
認
定
を
行
な
っ
た
の
で
、
す

ず
ら
ん
団
地
は
、
整
備
率
が
８４
・

４
％
、
未
整
備
延
長
は
９１１
㍍
。

か
え
で
ヶ
丘
団
地
は
、
整
備
率

が
７８
・
８
％
、
未
整
備
延
長
は

６１９
㍍
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

２
地
区
に
要
す
る
経
費
は
、
約

１
億
７
千
万
円
と
な
る
。
ま
た
、

雨
水
管
は
、
か
え
で
ヶ
丘
は
、

す
で
に
完
了
し
、
残
る
す
ず
ら

ん
団
地
の
未
整

備
延
長
は
、
４１５

㍍
、
事
業
費
は

約
３
�
５
０
０

万
円
程
度
必
要

で
あ
る
と
み
て

い
る
。

問
い

大
曲
中

央
２
丁
目
と
３

丁
目
間
の
市
道

桜
ヶ
丘
１
号
線

の
基
盤
整
備
と

完
全
舗
装
の
計

画
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
え

桜
ヶ
丘

１
号
線
は
、
昭

和
５１
年
か
ら
既

に
約
３０
年
が
経
過
し
、
舗
装
の

劣
化
が
進
む
と
と
も
に
、
道
路

の
雨
水
が
側
溝
に
流
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
雨
水
管
の
整
備

が
課
題
で
あ
り
、
現
在
、
第
３

次
実
施
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
く
中
で
検
討
す
る
。

新
た
に
指
定
管
理
者
を

導
入

問
い

来
年
度
か
ら
、
新
た
に

各
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
が
、
選
定
の
方
法
に
、

前
回
か
ら
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
施
設
ご
と
の
説
明
会
は
、

ど
の
よ
う
な
参
加
者
で
あ
っ
た

か
。

答
え

今
年
か
ら
、
選
定
委
員

会
の
委
員
に
、
市
職
員
の
ほ
か

に
、
外
部
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
ま
た
、
専
門
的
見
地
、

経
験
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、

外
部
の
学
識
経
験
者
を
加
え
た
。

今
回
は
、
公
認
会
計
士
と
大
学

の
先
生
の
２
名
、
ま
た
、
説
明

会
に
は
、
都
市
公
園
は
９
団
体
、

北
広
島
サ
ン
パ
ー
ク
は
１０
団
体
、

体
育
施
設
等
に
つ
い
て
は
８
団

体
の
出
席
が
あ
り
、
会
社
及
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
団
体
で
あ
っ

た
。ほ

か
に
テ
レ
ビ
共
同
受
診

施
設
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

問
い

道
営
北
広
島
団
地
は
、

道
内
で
初
め
て
、
近
隣
住
区
制

を
採
用
し
て
、
駅
前
を
東
部
市

街
地
と
連
結
す
る
タ
ウ
ン
・
セ

ン
タ
ー
と
し
、
団
地
の
中
心
部

に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
配
し
た
の

が
特
色
。
し
か
し
宅
地
率
４９
％

と
い
う
ゆ
と
り
を
保
障
し
た
日

本
一
の
団
地
も
、
３０
年
経
過
し

た
今
で
は
高
齢
化
、
少
子
化
も

あ
っ
て
計
画
人
口
を
大
き
く
下

回
り
、
常
時
２
万
人
を
切
る
状

態
で
あ
る
。
各
住
区
の
近
隣
商

業
地
域
も
商
店
の
撤
退
が
著
し

く
、
日
用
生
鮮
食
料
品
や
小
間

物
を
売
る
店
が
中
心
部
に
な
い
。

浴
場
も
閉
鎖
す
る
と
い
う
う
わ

さ
も
あ
る
。
道
か
ら
引
き
継
い

だ
市
は
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
維
持
す
る
義
務
が
あ
る
は
ず
。

市
は
い
ま
ま
で
、
ど
の
よ
う
に

動
い
て
き
た
の
か
。答

え

店
舗

継
続
要
望
や

土
地
所
有
者

か
ら
相
談
を

受
け
て
、
融

資
等
で
北
海

道
と
協
議
を

す
る
な
ど
、

側
面
か
ら
協

力
し
て
き

た
。
今
後
と

も
人
々
や
情

報
が
集
ま
る

エ
リ
ア
と
し

て
、
施
設
の

誘
導
を
検
討

し
て
い
き
た

い
。温

水
の
運
動
施
設
を

問
い

本
市
の
老
人
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
年
１１５
万
円
（
平

成
１７
年
度
）
で
、
道
内
の
市
で

は
最
高
で
あ
る
。
最
近
は
関
節

痛
や
リ
ュ
ウ
マ
チ
患
者
も
多
く
、

こ
れ
が
多
く
の
疾
病
を
誘
発
し

て
い
る
。
国
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
の
対
策
を
重
要
視
し
、

市
も
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
全

国
的
に
も
温
水
浴
（
水
中
運
動
）

の
効
果
が
認
識
さ
れ
、
登
別
に

あ
る
北
大
の
分
院
の
教
授
の
研

究
・
実
証
が
世
界
に
発
信
さ
れ

て
い
る
。
過
去
何
回
か
取
り
上

げ
て
い
る
が
、
本
市
も
温
水

プ
ー
ル
を
建
設
し
て
、
市
民
の

健
康
を
増
進
し
、
一
般
会
計
か

ら
多
額
な
健
康
保
険
へ
の
繰
り

入
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
な
い
の
か
。

答
え

必
要
な
施
設
と
認
識
し

て
い
る
が
、
建
設
費
、
維
持
管

理
費
に
膨
大
な
経
費
が
伴
う
の

で
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に
都
市
計
画
決
定
事

業
と
地
権
者
の
か
か
わ
り
、

輝
美
町
の
道
営
住
宅
の
性

格
変
更
計
画
、
夕
張
市
の

救
済
と
全
道
市
長
会
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

中
川

昌
憲
議
員
（
新
生
み
ら
い
）

民
間
造
成
団
地
の
都
市
施
設
整
備
は

大
曲
地
区
で
は
２
カ
所
の
整
備
を

志
摩

克
輔
議
員
（
新
生
み
ら
い
）

団
地
中
心
部
に
生
鮮
食
料
品
店
を

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
機
能
確
保
に
努
力
す
る

すずらん団地の未整備市道

生鮮食料品の店舗が失せて５年。団地サブ
センターの機能回復を求める声は強いが、
市は有効な手を打てないでいる。（白樺町）
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惜しまれつ、谷川議員急逝8月
２１日 千葉県野田市議会視察来市

建設文教常任委員会
２２日 議会運営委員会
２３日 山口県長門市議会視察来市
２９日 第３回定例会（９月２８日まで）

9月
１０日 決算審査特別委員会

（１４、１８、１９、２６日）
１１日 議会運営委員会
２０日 総務常任委員会
２１日 民生常任委員会
２５日 建設文教常任委員会

議会運営委員会
２８日 石川県能美市議会視察来市

議会広報編集委員会

10月
１日 茨城県常陸太田市議会視察

来市
３日 新潟県長岡市議会視察来市
５日 北海道市議会議長会道西支

部会議（恵庭市、正副議長）
１０日 民生常任委員会視察研修

（１２日まで、石川県珠洲市、
白山市、富山県富山市）

１１日 石川県小松市議会視察来市
１２日 愛知県清須市議会視察来市
１７日 滋賀県彦根市議会視察来市
１９日 岐阜県美濃市議会視察来市

民生常任委員会
２２日 議会広報編集委員会
２３日 総務常任委員会視察研修

（２５日まで、長野県長野市
坂城町、群馬県高崎市）

２４日 長崎県佐世保市議会視察来市
２６日 兵庫県芦屋市議会視察来市
２９日 東京都立川市議会視察来市
３１日 東京都昭島市議会視察来市

11月
２日 議会広報編集委員会
７日 茨城県日光市視察来市
８日 全国市議会議長会基地協議会

北海道部会定期総会
（名寄市、副議長）

９日 全国市議会議長会評議員会
（東京都、議長）

１３日 全国市議会議長会基地協議会
理事会（東京都、議長）

１６日 建設文教常任委員会
２２日 議会広報編集委員会

議会運営委員会
３０日 第４回定例会（１２月２０日まで）
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谷川 武利さん
輪厚２８９番地２
無所属
新生みらい
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委員長
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石川県 珠洲市 人口約１万８千人

珠洲市では、国土交通省の新世代下
水道支援事業制度リサイクル推進事業
の認定と環境省の循環型社会形成推進
交付金を受け、国内初の両省の連携事
業として、バイオマスメタン発酵施設
の建設工事を進め、今年の８月から本
格稼働しています。

と やま

富山県 富山市 人口約４０万１千人

富山型デイサービスとは、高齢者、
身体障がい者、知的障がい者、障がい
児等を区別せず、一緒に身近な地域で
デイサービスを行うものです。高齢者、
障がい者、障がい児が同じ空間でより
家庭的なサービスを受けることが可能
になるとともに、指定通所介護事業所
等の利用率の向上につながり、効率的
で質の高いサービス提供が可能になっ
ています。（ほかに保育園民営化の説
明を受けました）

はくさん

石川県 白山市 人口約１１万３千人

白山市では、子どもの権利に関する
条例づくりにあたって、条例制定の骨
子を作成するための検討委員会を設け、
市町村合併後も、新市において引き続
き話し合いを続けてきました。各地域
においても議論を重ね、子どもや保護
者を対象としたアンケート調査、子ど
もの権利に関してのフォーラム等を開
催しながら条例の内容を固め、今年の
４月から条例を施行しています。

第４回定例会は、１１月３０日から１２月
２０日まで開会しています。
一般質問の日程は１２月１１、１２、１３日
です。
各常任委員会は、１４、１７、１８日です。
議会は、定例会・臨時会ともどなたで

も傍聴できます。
当日、議会事務局（本庁舎３F）で

傍聴申請書を記入し、手続きを行って
ください。詳しくは議会事務局にお問
い合わせください。（内線７３４）
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民生常任委員会視察報告 平成１９年１０月１０～１２日

第４回定例会は１１月３０日に開会

ホームページアドレス http://www. city. kitahiroshima. hokkaido. jp/ （定例会会議録を見ることができます。）
携帯電話ホームページアドレス http://k. city. kitahiroshima. hokkaido. jp/

議会の動き
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、
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１４
人
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